
（別紙４－２）

事 業 所 名   ： グループホームあい

作　 成　 日　 ：　令和　　4　年　10　月　16　日

市町村受理日：　令和　　4　年　10　月　17　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取組内容
目標達成に要

する期間

1 1

事業所の理念の文言は、職員一人ひとりにも当て
はまるものであるため、職員間で理念が培われ事
業所全体の物となるよう期待します。

職員一人ひとりが事業所理念を自分の物と
します。

全体ミーティング時に３ヶ月に１回のペースでアン
ケートを行い、理念と仕事の実践関係について回
答してもらい浸透状況を鑑みます。

１年～毎年度

2 10

家族により知りたい事や気になることが違うため、
家族がどのような事を知りたいか意向を確認した
り、要望に叶った情報提供が必要と考えます。

定期的に家族アンケートを実施します。 年２回の家族アンケートを実施します。

１年～毎年度

3 36

言葉掛けの内容や語調が、利用者の尊厳に対して
適切かどうかを事業所では検討しているが、実際に
会議等で言葉掛けのロールプレイング等を行いNG
ワードのあるなしや言葉の置き換えなど受ける側の
体験を踏まえた学びも有効であると思われます。

スタッフミーティングで事例検討のロールプ
レイングを実施します。

スタッフミーティングで①トイレ介助時、②誘導
時、③特定入居者への介助介入お断り時など
ロールプレイングシミュレーションを実施いたしま
す。（10月に） １年～毎年度

4 35

令和６年４月から義務化となる自然災害発生時に
おける業務継続化計画（BCP)の策定に期待しま
す。

BCPの早期策定に努力します。 令和５年度中に「BCP」を策定します。

1年

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入してください。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画

合同会社　ｍｏｃａｌ


